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多様な人々
（年齢・国籍）

公共と
個人

社会（制度・文化）と
先端技術

システムの
平時運用と災害時運用

めざす社会：共進化社会（共生し進化）
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日本企業復活のカギ：新しい都市インフラ
都市インフラの共通基盤（都市OS）

日本の新たな輸出産業

都市OS・スマートシティ



人口190万人の札幌市
除排雪支出：150億円～220億円/年

都市センサー群活用、気象レーダー、
除排雪記録DB、道路の積雪堆雪状況

物理世界のモニタリングとサイバー空間
でのモデリング、対象世界の最適制御

対象世界を都市社会とする
ソーシャルCPS

（Cyber Physical System）

都市社会のOS
H26年３月
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■ 新サービス創出

■ シティ・ポータル
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（出典）総務省「ICT街づくり推進会議報告書」より

City SDKは、欧州のICT PSP(Policy Support Program)の一環として、2012年1月から
2014年6月までの間、総額684万ユーロのプロジェクトとして実施されている

■ City SDK (Service Development Kit)
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One Map / Singapore
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Map of Maps / Amsterdam
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■オープンデータ活用

■アプリケーション創出

■シティ・センサス
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都市OS・スマートシティ

データシティ鯖江

一日一創鯖江編現在87アプリ by 福野泰介

福岡市オープンデータ
総務省実証実験

http://fukuno.jig.jp/


福岡市
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都市OS（バルセロナ）
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都市OS（バルセロナ）

Ｃｉｔｙ OSの目的

（１） 都市データを統合し関係付け、意味ある情報に変換する

（２） 蓄えられた情報の品質とアクセス時のセキュリティを保証する

（３） バルセロナで提供される様々なサービスに関する知識を水平

にも、垂直にも扱うことを可能とする

（４） データの解析を行い、蓄えられたデータに基づく予測を可能に

する

（５） 重要な都市事象をシミュレーションする

（６） イベント事象に基づく動作モデル作りを可能とする

（７） 技術的アーキテクチャーに基づいてサービスの統合化と

サービス作りのプラットフォームを提供する

（８） 将来の都市プラットフォームの基盤やモデルとして機能
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都市OS（ロンドン、コペンハーゲン）

PlanIT UOSの能力

（１） 統合化

・ポータブルなリアルタイム制御ソフト、ドライバー/アダプター

レイヤの150以上の標準、非標準プロトコル、ERP、解析ツール

などとの統合化可能

（２） オープンアクセス：プラットフォーム間で機能するAPI提供

（３） リアルタイム最適化

（４） 拡張可能性

（５） データアラインメント

（６） 容易なアプリケーション開発と統合化

（７） CADやBIMなどとの豊富な統合化

（８） 低コスト、ハイリターンを約束する製品
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都市OS（ブリストル/ＵＫ）

Bristol is Open(BIO)の目的

・BIOの目的は、ブリストルの街中に、光回線、無線、IoT、計算機

パワーを統合化し、ユニーク、オープン、プラグラマブルな実験

プラットフォームを提供することである。

・BIOプログラムは、拡張可能なSDNオペレーティングシステムにより

世界で初の、プログラマブル・シティを目指す。

・The netOSは、ブリストル大学のHPCグループにより開発され、大学

のBlue Crystalスーパーコンピュータを走らせることができ、街の光

ファイバー・ネットワークを制御してテラビットの通信速度を提供する

ことができる。このような環境は、バルセロナのようなスマートシティと

は基本的に全く異なるアプローチである。
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米国のスマートシティプロジェクト

米国におけるスマートシティに関する取り組みの現状
JETRO/IPA 八山幸司氏資料
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交通

ビルと家屋

水

スマート
製造業

スマート
農業

エネルギー

スマート化の対象と技術・目的



Code for AmericaによるCrowd-sourced Website



ＡＰＩ

予測と最適化のためのデータ解析

都市の統合化モデルとシナリオ評価

結論：シティウエブと情報都市のビジョン



Data Driven City/Detroit
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社会基盤システム構築：CPSモデル



[社会]

[市民]

[行政]

[企業]

・都市計画と都市運営の最適化
（ICT/ﾋﾞｯｸﾞ&ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ活用）
・情報システム投資削減
・新産業創出

・新規事業
・新産業
・新市場
・起業

・新サービス
・多様なサービス
・最適化サービス
・安全安心快適な
サービス

・新しいスマートシティ
・ヒトにやさしく災害に強い社会
・エネルギー地産地消/低炭素社会
・循環型エネルギー社会/水素社会

都市OSが生み出す効果・価値

40
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都市OSの情報科学的課題
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都市OSの都市工学•政策的課題
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都市OS標準メニュー×要素技術



ご清聴
ありがとうございました。


